
























あるものは、 POMSのD :抑うつ一落込み、 C :混乱の項目との間に有意な負の相関を示す
備向にある。
2)調査日による睡眠期累積副交感神経活動値に差が見られるものが、 POMSのT-A :緊張-抑
うつ、 A-H :怒り-敵意、 F :疲労項目との間に負の相関を示す傾向にある。
3) sTAI記入時間前1時間の累積副交感神経活動借とSTAIのX-l :状態不安が有意な負の相関
を示し記入時間前9時間とはSTAIのX-2 :特性不安の項目と有意な負の相関を示している。
考轟: 1) 24時間累積副交感神経活動値との関係で相関を示す候向が一定していない事は、個人によっ
て刺激による反応が違うことが考えられる。又、調査日により差がみられ生活に変化がある
と考えられる場合気分状態との有意な相関が見られる甲は、活動-休息バランスが取れてい
ることを示しているのではないかと考えられる。
2)睡眠前の気分状態と睡眠期の累積副交感神経活動値に相関を示す傾向が見られており、睡
眠前の気分状態が睡眠に影響を及ぼしている可静性がある。
3) STAIと累積副交感神経活動値との相関がⅩ・1では短時間で見られ、 Ⅹ一旦では比較的長時
間と相関が強くみられるため、累積副交感神経括掛値の観察により不安に対する介入の効果
を短時間と長時間で評価していく事ができるの可能性があると示唆される。
総括:副交感神経活動と気分状態・不安の相関関係を明らかにするた桝こ、健常者12名を対象に心拍
変動粗視化スペクトル解析から累積副交感神経値を算出し、 POMS・STAIとの関係性について
検討を行った。結果、刺激による個人の反応の違い、 24時間累積副交感神経括動値の変化が対
象者の生活リズムを示す傾向、睡眠前の気分状態と睡眠期累積副交感神経活動値の関係性、 STAI
の項目との関係性を示す傾向が示唆される。
備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200字程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
